
漂流・漂着ゴミに関する国土交通省の取組みについて

１．漂着物（流木・ゴミ）処理に関する事業制度

「災害関連緊急大規模漂着流木等処理対策事業」

○ 海岸関係省庁（国交省・農水省）共通

○ 目的

・

○ 事業採択要件

・ 海岸保全区域内に漂着したもの

・ 漂着量が１，０００ｍ3以上の大規模なもの

○ 事業主体

・ 海岸管理者である地方公共団体

○ 補助率

・ １／２

○ 事業内容

・ ゴミ処理に関するすべての作業に対応

漂着した流木・ゴミが異常に堆積し海岸保全施設機能を阻害することとなった場合、
緊急的に大規模な漂着流木・ゴミを処理し、災害の防止を図って、国土の保全に資
することを目的に制定
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２．漂流物（流木・ゴミ）処理に関する支援

「直轄環境整備船による漂流物の回収支援」

○ 九州地方整備局では浮遊ゴミ・油回収を行う２隻の環境整備船を保有

【がんりゅう】 【海輝】
・通常担務海域→瀬戸内海（山口県） ・通常担務海域→有明海、八代海
・浮遊ゴミ、油回収 ・浮遊ゴミ

○ 海上保安部からの協力要請並びに県からの支援要請により担務区域外の回収も実施

【がんりゅう】 【海輝】

○ 出動実績

・ H18.7.20～7.27、長崎県沖合の流木を回収
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